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市財政の健全化に取り組んでいます
将来にわたって安定した行財政運営を行い、市民福祉のさらなる向上を図るため、取り組みを

進めています。◆問い合わせ／行財政改革推進室（TTEELL6384・1743FFAAXX6368・7343）。

市税収入率の向上 平成11年度92.69％→21年度は
95.69%に向上。

第1期財政健全化計画（案）での主な取り組み（平成12～21年度）

第2期財政健全化計画（案）前期計画を策定
歳入と歳出の両面から抜本的に見直し、将来へ過

度な負担を先送りしない健全な財政基盤の確立に努
めています。そして、「人が輝き 感動あふれる美
しい都

ま

市
ち

すいた」の実現をめざします。

子
宮
に
発
生
す
る
が
ん
に
は
、

子
宮
上
部
に
で
き
る「
体
が
ん
」

と
子
宮
下
部
の
出
入
り
口
に
で

き
る「
頸
が
ん
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
の
頸
が
ん
は
女
性
の

が
ん
死
亡
原
因
の
第
3
位
を
占

め
、
20
代
、
30
代
で
の
発
症
が
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
最
近
に
な
っ

て
、
頸
が
ん
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス（
H
P
V
）感
染
が
原

因
で
あ
る
と
わ
か
っ
て
き
ま
し

た
。
H
P
V
は
ご
く
あ
り
ふ
れ
た

ウ
イ
ル
ス
で
、
成
人
女
性
の
8
割

以
上
が
感
染
し
ま
す
。
ほ
と
ん

ど
は
自
然
に
消
え
て
し
ま
う
の

で
す
が
、
ま
れ
に
感
染
し
た
ま

ま
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
感
染
が
持
続
す
る
こ
と

で
数
年
か
ら
十
数
年
か
け
て
頸

が
ん
が
発
生
し
ま
す
。

H
P
V
に
は
1
0
0
種
類
以

上
の
型
が
あ
り
ま
す
が
、
頸
が

ん
の
原
因
に
な
る
の
は
15
種
類

ほ
ど
で
す
。
日
本
で
は
、
一
昨
年

か
ら
H
P
V
感
染
を
防
ぐ
ワ
ク

チ
ン
が
発
売
さ
れ
、
使
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
ワ

ク
チ
ン
は
2
種
類
の
H
P
V
感

染
を
防
ぐ
こ
と
に
よ
り
、
頸
が

ん
発
生
を
約
70
％
減
ら
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
初

回
、
1
カ
月
後
、
6
カ
月
後
の
3

回
接
種
し
ま
す
。
副
作
用
は
他

の
ワ
ク
チ
ン
と
違
い
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
ワ
ク
チ
ン
は
思
春
期

の
女
性
に
接
種
す
る
の
が
も
っ

と
も
効
果
的
で
す
。
吹
田
市
は

2
月
か
ら
女
子
中
学
生
を
対
象

に
公
費
助
成
を
始
め
て
い
ま
す
。

残
念
で
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
で
す

べ
て
の
頸
が
ん
を
防
ぐ
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
今
ま
で
と
同
じ

よ
う
に
、
が
ん
検
診
も
重
要
で

す
。
も
し
頸
が
ん
に
な
っ
て
も
、

早
期
に
発
見
・
治
療
す
れ
ば
死

亡
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

吹
田
市
は
2
年
に
1
度
の
検
診

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
と
定
期
検
診
で
吹
田
市
か
ら

子
宮
頸
が
ん
が
な
く
な
る
日
が

来
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

吹
田
市
医
師
会
　
御み

前さ
き

治
お
さ
む

子
宮
頸け

い

が
ん

ワ
ク
チ
ン
接
種
と

定
期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
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市税収入率の推移 

1285

人件費の削減 平成11年度約317億円→21年度は約
265億円に削減。
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さらなる財政健全化の取り組み
財政調整基金（市の貯金）の一部取り崩しや、赤字地方債

の発行を行ったものの、当初予測した300億円以上の財
源不足は解消しました。
しかしながら、景気後退の影響を受け、市税が大幅に減
収となるなど、依然として厳しい財政状況が続いています。

市債（市の借金）発行の厳格な管理 平成12～21年度
の公債費負担比率（※）はおおむね10%以内で推移。また、
市全体の市債残高は平成11年度末約1618億円を、21
年度末は約1285億円に削減。

※　財政構造の健全性を表す。15％が警戒ライン。


